
平城宮第4ヱ 50.51こ 52次発掘調査概報

1969年 3月

奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所



攀裁 富鱒 爾

１
１
１
１
，
１
１１
１
ｔ
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ケ
瀞

朱
を

大
肇

=幕 ふ 殊

表紙カット

第 50次調査 出 軒 丸瓦 6304

(興福寺 式 )

奉 ― ,欠

幕 毯 F筵



平戎宮第 50,54・ 52次発掘調査税要

奈 謹団主貫 4色 薪稀 充師子戒 3詠発瓶調査部は 婚利 ″」4度 の特別史泳「

平残 宮赤 」を協調 査之 第 77次ス降第す⊇女まで あミなった。ここでヽ ぼ

fi回転告した第 ?/・ 7か ,イ タラ策に体きちブ`さ 第すっ .す /.,p次調

査 |と っいくtゐ 祝率を穀告すЭ´なわ これらの調査た域はたがし、に薩雅し

ており 検出 した豊糖にも一つ″)参 衛比区としてのまとまり上方之ることが

ぐころ7/Dく― 呑女▼1に わけく隷告すつことをゃか 第 ?夕 女調査之も含めて

一,巻 して欺とすぅ、これらの喜翻査セ薪Iよ  平叛室の凸蔀でヽ 蔵會中F弓 の九に

曲を した栄頸静9/っ 沙寛・踊鬼予」ノデ沙2の広さて 第ゼ タ友調査貶筑の自

壌1に あT二 う,

秘 K冽 ♂〕宮鷲査遊医 発ヽ掘 爾績 ,期 弱は次表 のとお りでぁろ .

払  期  間

第 字π次 と4DD一 L‐ o oθ Q
/′ 逐,4F― 肩 だ B

ノ～ ∂ Rノ ∫ B

第 すρ友 6ApD一 MoN″ P,Q θθ Q

第 す/ ADD―

ど粗 DC ―トトK・脚・N ″戌 ¢ /ク ノ」 奪  //汀 鬼成g_

校出した主な重特は 室に属 するものとして 樋主准遼物戌7椋・和父ァ41
楽地2余 ,遠 7柔 ,非 声などがあっ ,こ れらの豊犠は 糧主注注穴の空族闘

係や宅物 ゐ磁雹などから ケく4も A´ D→ Cの じ鶏 にわけて立歯 されたと

みうことが
｀
できつ .

そのはひに 旅生巽埼べ 壱埃璃代の空物 薄お主ひ
｀
多え紀後の井力なとf

が
｀
あつタ

比

攻 1必

ノアど 成卑 7月 /ユ 日

～ /つ 肩 θ g

/夕 ど F卑 夕 月 夕g～

/ブ ど 夕卑 /耳 /ρ 百
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A期
まず このセ域に大規模な堂首がネヽこなわれイ

‐こ痣賞Aで  この期の量糖にぼ

祭比ュ秦・瓶五准建物か棟・4i42列 '蒲 」祭なと`びあろョ

鋼査地域角瑞蔀ぐ検出 した 瑞兆オ向に走 ろ柔姥 δハ //沙 沙 |す  第 /す 。

Rす 友調査の靡 に発見した室芝駁る商働大坦の)虹長熱 にあたつぉこの大壇

の棄 /す 宛 と玲九にたつ榔は 第皮す文調査で接迷したsAθ ど∂沙 (柱 開
p,ど 72f)の 兆筵華議如てあり 参 FHr lま 夕聞分左族出した。なおこの和 ぼさらに

えに走ひ
｀
てし`ろ ,こ の袖に藤をすつ塗物 sε θr/沙 |ょ /チ x費 聞 (折シ静

栗行 4お 准肩 竣/犯 )の 窃)ヒ 族で 詩半鈍は為′す女調査で撥劇 してあり

今回の鋼査てくの全規模が羽 らかとなった.こ 弗建物の表 /夕 %の ところで

これと平行 して玲泰桂列とそろえたlaば 同人の建押打sDど /ヂ 汐ぼ  /ど x

2蘭 (狛 行注間 政 ,∂ 允・票石准題誌ア%)め 自)ヒ 検て 祐奮の注間が∂5

θど′つま り薙功 ぃヽため、桁行はdD,ど ′沙 まり/同 後く /ど 間とo今 て

し`ろ。

調査地域
｀
東敷 では オ研sハ ,ど 成っから表へ∂72へ だてたところに れ

光ガ南に走ろ袖 δAす 2す 沙 (柱 厨 ♪〆免 )之検出 した′この祐 厳過の和lG

潜θご∂つと平行 してじろが る性約騨そろゎなしヽとなあ` この樹厳調査遊

域
｀
と賛通 しており えのJ鰤飾 府幼につt｀ で |ま 調査比武タトにあつため不蒻くヽ

あつが 今回の調査で どど蘭分之次お した ,相 s浴 す″ずつから画へ ,す%
|よ なれて建狛 dBす 夕すす ∠遊物 δ8す 夕する 之狭 鑢 した。ぃずれも詢チと旅

て 前者 |よ ∂x之 問 (桁行在闘演,7ぇ 象́イ〒症 7gR萩 ,夕 2)′ 後渚慧 アx⊇ PHq

(桁行桂聞段′質之 ′栞行柱簡茂夕兜 )刀規殺 ともつ、この2凍 |ユ栞衛柱q寸

法がる宅冥なうび
｀

自 )と に桁イでつ宙分はt」
‐
れて主ち その間にt桂入が

｀
あろ

ので あろ tヽ は この支換騨棟ぅづさで 再の部分ぼ馬重のまうな・ιめぐあっ

たとも考 えられつ.初 d猫 す夕すっの策 夕物はなれて ,色から命に流れつ着

Sつ チ′ξ∂ (幅 )兜 ・泰さクど%)が相に平行 しく tヽ ろ′この蒲 |よ 茫掘

区の光まりで宍に由け 第 ,7玖調査て検出 した共晨瑞 SDす J/す と≧な

めてし`う。

(2)



謳 答 )z域 表 )L熱 で 摩 幅 ∂宅 の常 )L才 衛 の祭 遊 SA笞 /す が 之 細 S狩

す′す移ヵヽら衆へ /ち 夕うのるころで検出した ,こ の察比 と索凸流SDすθ/す

との衰点には 木個の賭系窪扱 けており 纂比はさらに玲 |ミ 毛びている。な

力 この染之の宍と凸に碗嫁 t(諭 〕Lに 流れつ装 SDg/す /と δつど/す裁

があろt鵡堀1の 5'ど /す浪 la Sつ 子/す裁 ∠谷北 して し`るが
｀

策和1の 5p
ど/夕 /に つモ`ては 調香之域外であろたわ不頸であろ▼

:ε畷査足攻サとオで l‐● 芝物 Sら ど/夕 つ 之核出した。この建物は Z間 隊上 x

史間 (猪 行左 萄イ支2,栞 行症 蘭θ2)の 奇兆旗であろ,こ の定物 の索側に

ど兜 |よ どれて 柱蘭p./聖 のな入が ¢FBH倉 鶏サL才 旬に「J‐ らび この在八列 |す

sDる /夕 沙の准絢と/FEFね きにそろう。それて こればdBる /π つの夫

鶏かも し'れ ないが
｀

あろい |す 目覆 しの貌,と も考 えられ る,dDど /夕 沙均凸

夕宅の∠ころに ブ x/膚 (指 行柱間 生裁塊・宋イ守往 PHR 7す 犯 )の 規挨 之も

っ脅光糠 δBど /タ タ が
｀
あり S5ど /77のサ色狡つ2の ∠ころにある堂物

dB∠ /∂ πrユ 象X/閲 (猜行 い栞行 とも准 FHE〃 ヌ兜 )の 衷凸練ぐめつゎま

たこのユ擦 の周にあう堂物θら ど/∂ 沙 |ま
―すX2聞 (桁行 '頬 行 xお 柱薗

7ユ 7/2)の 束踊擦である"

B朝
°
 この敷 のものとしては 払基注建物 7擦 と斗夕 /基 がある .

芝駒ゞβ 丞/致 沙ぼ ∂x虫 間以上 (桁 行を向 p夕 犯 。票行桂闘浚,72等闘)

で
'朔

査之戎め§端にあつ。これひら策へ /,%は なれて 埼奪壮列が揃う

建物 SDど ノク沙が%う .こ の糞効 la o x θ宙 (諭 兆社闘 /.∂ 允 。東凸左問

/_す 2箸 弱 )で  すべての准筋に桂入ちヾあイナ それぞれ刀柱入に旋板として

氏窪教いて鶏懇 と
'て

しヽろ.遂狗 dbす 夕す /1な  /7× ♂闘の的サヒ棟 (維薦

注 箇
p夕 勉 ・ 栞 行 柱 薗 汐 夕2箸 間 )で  十 文 に 蘭住 功 が あ る .SDす タナ /

の'サ とぎ宅 にあ つ遊 物 SDど /夕浚 tO と顧 以 上 x2濁 (祐 行 '栞角 注 罰 X七

.に 02等闘 )の 角ゥL検で 自刺注
'|が

Sう すグす ///9凸 例柱列と揃ってとヽろ,

芝物 S8と /テ す |ま  身合
`聞

以上×2聞 (桁 行柱闘 ,夕と'票行柱間 p!∂ zう

(9)



の衆畳様t( )と に来術 ダ史党の洗静ドっ<,・芝狗 dε ぁ/夕 /

父闘 (桁 行柱間 ョ分・黒 7■注酉 鵞ク//z時 爾 )あ 栄曲線 で d

峯が茄 って t｀ う,

そのに の主な重構として dBす ノす/ゐ 蜀掏1に 丼夕づE

井 力棒 |ょ ノエ /'2の 方形 で  /沙 疫羨
｀
って しヽた。中方ヽら「

～
t上岳ゃ歓銀 の鋤 佐零とが出上 してぃっ。

|ま  7問 以上 ×

あ と/∂ す と家

∠ /と と が あ つ。

主島 」∠蜜善 さ

c期

C鈎 には 躯 立芝物 ∂棟 為 /余 などがあう,建物 δDど /7/ぼ  調査

遊致の中央にあり す萄ズ⊇間 (柱 齋寸泳つ′/2)?喩 〉と糠であう。逮物 s

Bど /じ つ |ま 身合 す闘 X父 間 (柱 濁寸法 θク考爾 )でヽ
)ヒ 薇に為 のついた衆

函椋であつ,こ の定猪の枚こ けは 東で為に振れてぃぅ.童物 dBど /″ 沙

ぼ策凸猿てヽ くの東姦 のみ 之挨出 した 。逮物 Sら ぎ/夕 ∫ぼ /周灰上X″

買 (桁有准簡 ♪7之 :累行准 FaH゛ 劣等FEE)の 玲)ヒ枚F 飛巨 2歯 にぬがつ<ク

こつた 東白凍芝物 SBど /ノ す (ワ 蘭灰工×イ間 )。 索白擦建物 dら ど/

ど子 (ま 町X2胃 )'索凸411r s独 と/テ ど (注 薗 彦濁 )・ 東凸為
`p子

′ぎ/

があろぅ

スとの|ヨ ひ 空首鶏の不ЛAな重構としては′d伊 必7つ /(ユ ゝ虫獨)'

δDすタィ/ でじ受 /薗 策廠検 ),dBす 夕どす で
'Xえ

珂奇サと撫 )・ S5
と ノ タ/(じ Xじ 町 )や SBど /π じ (∠ 司 以 上 × 7弱 奇 )と 猿 )了

°δ Bど /

成彦 (じ x虫 買表&換 )な どがあろュ           ●

女に出上盪物であつが にの姥威とくらべ て登が夕想い。重狗は木崎・瓦

。上墨・鉄製 屍などがあろ_ホ 簡康いずれ毛脅逢緒行ホとであわが
｀

その中に

約鉤丞4の竃鼻をもつものがあつ。 R tt tPで は 恭象占式射風ゃ要瘤寺式軒

風が な の近域
｀
1ミ くらべて比較菊夕く出生した。

最後にこのた班っ調査結 祭之総老する涯 揆赴 レた遠非等評には一つのとと

まりが鎚ゐられる。このた裁くヽ挨占 ♭た建物藩 には な 目にわたろ色竜が譴

められつけれとヽ これらは■べて束当 浄7兜 之へだくて詢サとにたろ二条の

(4)



キ珊さ獄♂とか沙 とθ沼す′す沙の間に建 くら才して t｀ る .し つ`もそイtら ,す  こ

あ屋動向の所1翌 蜘 に配置され 中突蔀 が生姥として残され ているⅢなあ芝物

刀ヤに 1す 桁〃1が ./7～ /∠ (ノ タ )間 という非常に蘭な の多し`とのが素 っく

に`ろこと
~tこ rF/だ填の特 雀の一つ 逢t｀ えろ .した 7」 kっ て ,こ のえ糸の秘 にま

って宍白盗膠あ れた一働之一っの彦衡 デコ フヽアとあ える ことが できまう,こ

のプロ /ヾク のナL尿 ∠絢験 について は 縮査姓班外で あつため に確 えはできな

t＼ 。ただ
'白

オの相 θA δどδつ のれ端 が
｀

白面中円の
'L端

にあること ＼々ら

ここをブロッアの角臓 とみ うこと乾できよう。)に 醸について |こ 全く不 弱であ

るか 白盃リヒ閑今ら棄にのがつ董路があって そ こ に)ヒ 臓 と仮 定 して もまい

のではなつ`ろ うび。そうす つと このブロッアイよ蒙白 ∂″ク (ア 成丈 )・ 宙

光≪々 ユ子つ之 (彦 つ余束 )初 大 きさ∠なつラ

この宮綾Fゲ ロッア のン占格 と考 えう上で参考 になるの lgI 井夕dE逐 /ど ど

で接 謎 した上衛恐/‐mのな郵ホ爾 tミ 墨書 亡れた r主 馬」であつ。主馬は未鬱の

主馬暑 て就 寮答 )あ る しヽ感天庵元卑五 河 く徒てa)か ら大園え4二 月 (後 紀

)な く にみえろ容外 彦のこ島 緊之指すとおヽわれる かこの墨害上るが奈支鳶

べ末期 のものであつ こと′またこの躍戎がたに想た したように一つの宮衛ブ

Hン グとすれ |ゴ  策葛の一書瞬 であつ主碍考に して は大きすきち ことなどつ`

ら 黍婁瑞代末ひら平等籍贈 憲頸の―増鞠左右島祭を籠合して設登とオtた 主

島纂て |ま なん`あうび。なれ
｀

平芽雪「 大 内裏図 dく ぼ` 左右馬秦は未凸 ,す

丈 錦九 }ユ 式の親授( 参の面こに配雷されてわり 今日の発把調査で確

誕 した宮衡フ
fロ

ラクと そのイと詈 規模ともに類似 してしヽみ, したがクく

この比珂庫 ―痢技R存在 した主再 策とその茄身であつ左 (右 ,弓 賽ではなし`

かと
'七

色擬1ど望才しつ,

木

「 恙摩 國 志ヽ碁弓[手 締 里>主大イ半壱Ⅱ皆 笑 艶 変筆融苦十B」 く斃 すつ 次 出上 )

(ラR窮庁〉

「
阿衣國口次劇秋 月卿嘉米物支小耗―猿 」      (第 す良攻 ■l上 )

(Ь )
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